




冬下刈区 夏下刈区

春
下
刈
区

●場所：①茨城森林管理署管内
茨城県東茨城郡城里町大字錫高野 梅香沢国有林２２け林小班

②福島森林管理署白河支署管内
福島県石川郡古殿町大字大久保 ヲテマ国有林1241や林小班

●期間：令和元年度～
●共同開発機関：森林総合研究所
●概要：人工林施業のなかで最も費用と労力を必要とする夏季における下
刈作業の省力化を図るために、夏季以外の春季や冬季の下刈の可能性を
検討する。
また、植栽木及び下刈対象木となる雑草木の成長は林分内でばらつき
があるため、立地による下刈省略化への影響も併せて検討する。

⑬ 下刈時期及び立地を考慮した

下刈省力化技術の開発試験
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自主課題

■調査時期
８月（夏下刈前）

■下刈時期
①夏下刈（ 9月）
②春下刈（ 5月）
③冬下刈（12月）

C２ C３ C４

Ｃ４：植栽木が
完全に埋もれる

Ｃ３：植栽木と
競合植生が同程度

Ｃ２：植栽木の
樹冠の先端が出る

Ｃ１：植栽木の樹冠
の半分以上が出る

C１

■競合状態の調査

調査プロット

プロット内調査方法

■植栽木・競合植生の調査
（植栽木の半径50㎝）

樹冠幅

樹
高

地際直径

植栽木

高
さ

競合植生
(平均的な高さの植生１本)





















下刈省力化現地検討会
吾妻森林管理署



背景

一方・・・

拡大していく再造林地に対し労働力が不足

再造林にかかるコストが高いことも一因に造林未済地が発生

→造林にかかるコストの低減化が課題となる

（例：一貫作業システム・下刈の省力化・

コンテナ苗の活用等）

戦後植林した人工林資源が利用可能な段階に入りつつある。材価の低迷に加え、施業の
集約化の遅れなどによる生産性の低下等の解消を図り、林業を早急に再生していくための
指針となる「森林・林業再生プラン」が作成される。森林・林業再生プランでは、2025年
までに木材自給率を50％まで拡大することを目標としている。（＊平成21年12月）
目標達成のため伐期を迎えた人工林に対し、主伐、再造林を進める必要が生じる。

＊「森林・林業・木材産業をめぐる情勢について」より抜粋



背景

吾妻森林管理署では・・・

利用齢級を迎えた人工造林地が全体の約80％を占めている（第5次地域管理経営計画書より）

→皆伐面積の増加に伴い新植面積も年々増加し、平成31年度には90haを超える

下刈面積は年々増加し、下刈を要する林地（１～５年生）が300haを超える

省力化を実施することで230ha程度の実行にとどめている

(ha)

(年度)

(ha)

(年度)



これまでの取組と目的

スギ及びカラマツともに林齢が上がるとともに下刈省力化の割合も高くなる傾向

→下草の丈より植栽木の丈が高くなり、下刈り終了年を早めることが出来た

＊カラマツについては秋植が多いため、１年生が高い割合を示している

＊保育基準については次表に示す

これまでの現場判断では途中（2年生及び3年生）で下刈の省力化を行うことよりも、

下刈を早期に上げることによる省力化が多い

下刈省力化についての理解を深めるとともに、
途中年時での省力化が可能かを検討する

(年生)



＊森林の管理経営の指針より



参考（カラマツにおける下刈の省力化）

カラマツの省力化に関する研究は比較的少ない状況

→スギの研究結果を参考に省力化を実施

周囲植生による被圧を原因とした枯損木の発生及び樹高成長の抑制

→補植・改植を要することとなる

一方で・・・

カラマツの初期生長はスギより早い

→初期の下刈を徹底し、樹高成長の抑制を起こさなければ、

早い段階で下刈を上げることが出来る可能性が考えられる

苗高が大きく形状比が60に近い苗を植栽し、
雑草木からの被圧を避け良好な樹高成長を促
すことで、雑草木から早く抜け出せ、下刈り
終了年を早めることが有効（原山ら2018）

(年度)

全てカラマツ

(年生)



検討林小班【103り2林小班】（参考）

面 積：3.36ha

植付年度：H30（秋）

補植年度：R2

植付樹種：カラマツ（2,000本/ha）（コンテナ苗）

備 考：1年生時下刈を省略、2年生時に下刈を実施（下刈完了：10月26日）

下刈時期が遅れたことにより、周囲植生に被圧され補植を要したと推測

令和元年10月
作業前

令和元年10月
作業後



検討林小班【166ほ1林小班】（参考）

面 積：9.64ha

植付年度：H30（秋）

補植年度：R2

植付樹種：カラマツ（2,000本/ha）（普通苗及びコンテナ苗）

備 考：1年生時下刈を省略、2年生時に下刈を実施（下刈完了：10月8日）

下刈時期が遅れたことにより、周囲植生に被圧され補植を要したと推測

令和元年9月
作業前

令和元年10月
作業後



平成30年6月
作業前

平成30年6月
作業後

令和２年

検討林小班【126ろ林小班】（参考）

面 積：6.47ha

植付年度：H28（秋）

植付樹種：カラマツ（2,000本/ha）（コンテナ苗）

備 考：H30年度のみ下刈を実施（下刈完了：6月28日）

1年生時、2年生時には下刈を省力 下刈りの終了年は３年生時

立木販売との一括事業により伐採から地拵を一貫で実施

丈の高い下草が少ないため省力化を積極的に行うことが出来た



検討林小班【46あ林小班】（参考）

面 積：5.79ha

植付年度：R2（春）

植付樹種：スギ（2,000本/ha）（コンテナ苗）

備 考：1年生時下刈を省力 2年生時下刈実施

製品生産事業による伐採～植付までの一貫作業システムを実施

1年生時の省力による枯損や成長被圧は見られない

令和3年6月
作業前

令和3年6月
作業後



検討方法

来年度の下刈予定箇所の現地踏査を行い、下刈の省力化の有無を検討する。

また、今年度の下刈実行判断が適当であったか併せて検討する。

踏査時の留意点

・次年度に雑草木が最も繁茂する時期を想定して下刈の要・不要を判断する。その
際、次年度までの造林木の樹高成長を見込むこと。

・競合状態がC１～３の場合は、下刈を計画しないことを基本とする。ただし、C
３については、成長が旺盛な雑草木と競合する場合、つる植物の繁茂する場合等に
より、下刈が必要と考えられる場合は状況に応じて計画する。

・競合状態の区分は右図により行う。



検討林小班【31し1林小班外】

面 積：9.72ha

植付年度：R2（春）

植付樹種：スギ（2,000本/ha）（コンテナ苗）

備 考：1年生時に下刈を実施 2年生時は下刈を実施予定

製品生産事業による伐採～地拵までの一貫作業システムを実施

（H31年度に伐採・地拵を行い翌年R2年度に植栽）

令和2年11月
作業前

令和2年11月
作業後



検討林小班【31え1林小班】

面 積：1.62ha

植付年度：H31（春）

植付樹種：スギ（2,000本/ha）（普通苗）

備 考：1年生時、2年生時に下刈を実施 3年生時に下刈を実施予定

製品生産事業による伐採～地拵までの一貫作業システムを実施

（H30年度に伐採・地拵を行い翌年H31年度に植栽）

令和2年8月
作業前

令和2年8月
作業後


